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      巻頭言 

温故知新と読書と私 

 

              看護学部 学部長 鈴木 千絵子 

 

 

 

 私の読書好き全盛期は、小学校の 6 年間だったと思う。低学年の頃は日本の民話やアンデルセン童話を、

高学年になると怪盗ルパンや江戸川乱歩、シャーロック・ホームズの冒険に夢中になった。不思議なこと

に、心惹かれるのは決してハッピーエンドとは限らず、読後に少しモヤモヤが残るような物語ばかりだっ

た。 

 小学校で一番仲のよかった友達の家には、イソップ物語やグリム童話などの美しいハードカバー本が壁

一面に並んでいて、読んでは美しい挿絵を写したり、物語の登場人物になったりして遊んだ。あの頃の夢

は「図書館の先生」になることで、図書委員に立候補しては、図書カードを見ずに本の場所を案内できる

のを得意にしていたのを思い出す。 

 中高時代になると、指定図書や国文学なども読んだが、私の楽しみはもっぱら当時流行っていた漫画や

音楽雑誌が中心になってしまった。それでも授業で習った古文や漢文は音の響きとともに今でも心に残っ

ている。なかでも論語が好きで、孔子がほろ酔いで弟子たちに語ったというエピソードを聞いてますます

親しみを感じた。とくに「温故知新（故きを温ねて新しきを知る）」という言葉が好きで、高校の書道部で

は篆書体でよく書いたものだ。古い物語の中に、今につながる知恵や問いが込められていることを、読書

を通じて学んだように思う。 

 読書は、想像力を育ててくれる最高の師だ。本を通して別の時代や価値観に触れることができるからこ

そ、人の思いや背景に想像をめぐらせる力が養われる。それは、看護や教育においてとても大切な力だと

感じている。 

 この図書館でも、誰かが思いがけず手に取った一冊が、その人の心に静かに火を灯すような体験になる

ことを願っている。 
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    推薦図書の紹介 

『手の倫理』 

伊藤亜紗（著） 講談社 2020 年 10 月 

看護学部 看護学科 教授 竹内 佳寿子 

 

「さわる」「ふれる」一見シンプルな動作の中に、私たちはどれほど豊かな人間関

係を読み取っているのでしょうか。本書は、介助や教育、スポーツ、看取りといった

様々な場面における「手」の所作を通して、人と人とのかかわりの本質を問い直しま

す。接触面のわずかな力加減やリズムの中に、相手の態度や気持ちがにじみ出るこ

と、そして「ふれる」から「つかむ」「引く」「支える」など、行為は複雑に変化して

いくことに改めて気づかされます。看護は「手で見る」「手で感じる」営みであり、その手がどんな関係性を生

み出すのかを意識することは、人を対象とした支援を志す人にとって重要な視点です。特に、これから医療や福

祉、教育の現場で人と関わる学生の皆さんにとって、「ふれる」ことが単なる技術ではなく、人間関係を築く入

り口であることに気づかせてくれる一冊です。触覚がひらくコミュニケーションの可能性を、ぜひ味わってみて

ください。 

『クラシック作曲家列伝』  

やまみちゆか（著） マール社 2021 年 7 月 

教育学部 こども未来学科 助教 渡邉 君佳 

 

 バッハやベートーヴェンは誰もが知っている作曲家ですが、彼らの性格や生涯につ

いては知っているでしょうか？バッハは頑固な性格でしたが、家庭的な一面もあり、

子どもは 20 人もいました。愛妻家でもあったバッハは、妻アンナのために曲集を作

曲し、愛の詩を添えてプレゼントしています。ベートーヴェンは 20 代から難聴に苦

しみました。音楽家であるベートーヴェンにとって耳が聞こえないことは耐え難く、

絶望から遺書を書き残しています。しかし、遺書を書いていくなかで、作曲家としての使命感が湧きあがり、生

きる気力を取り戻していきます。この頃に書かれた作品が、交響曲「運命」やピアノソナタ「悲愴」です。有名

な作品ですが、そのような背景を知ると、いつもと聴こえ方が変わってくるかもしれません。 

作曲家について知ることで、より音楽を楽しむことができます。愛らしいイラストとともに、クラシック音楽

の面白さを知ることができる１冊です。 

配架場所：一般図書コーナー 

請求記号：762.8||YAM 

登録番号：0052879 

配架場所：一般図書コーナー 

請求記号：141.24||ITO 

登録番号：0052878 
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 ２０２５年度トライやる・ウィーク実施報告  

 

姫路市立大的中学校２年生 

私はトライやるウィーク希望調査票で図書館を見つけた時、行けるなら行ってみたいなと思い図書館を第一希

望で記入しました。普段から図書館に行く機会が多く一日中図書館で時間を過ごすこともあったのでとても身近

な存在だったし、普段どのような仕事をしているのかなどたくさん疑問があったためくじ引きで図書館に決まっ

た時はとてもうれしかったです。相方の山﨑さんとはあまり関わる機会がなく会ったら少し会話をする、という

だけでしたが今回の活動を通して協力して物事を進めることができたしお互いに気持ちよく関われたのではな

いかなと思います。 

職員さんも今の学校生活の様子などを聞いてくださり沢山お話をすることが出来てうれしかったです。ありが

とうございました。職員の皆さんには図書館の仕事を一から教えて頂き、背文字貼替や図書館の本の探し方、本

の貸し借りの方法などを教えてくださりました。それ以外にも本の掃除の仕方やそれに関する資料をいただいた

ので自分の本がもし汚れていてもきっと綺麗にすることが出来ると思います。 

瓦本さんがおっしゃられていた「なかなか見つからない本を見つけられたとき」というのは普段あまり体感す

ることのできない楽しみですし、私も返された本を元の本棚に戻すとき、見つかって本を元の場所に戻せるとま

るで迷子の子どもをお母さんの所に送り届けられたような達成感があって楽しかったです。 

雑誌を入れ替える作業は思ったよりも力を使う仕事であの日がきっと一番疲れたと思います。ポップづくりも

楽しかったし背文字貼替もすごく貴重な体験でした。ポップで書かせて頂いた汐見夏衛先生の「あの花が咲く丘

で、君とまた出会えたら。」は自分でも購入するほど大好きな小説でしたので候補に入っているのを見た時から

これでポップを作ろうと思っていました。自分が読んだ事のある本だったので気持ちを込めて描くことが出来ま

した。一番楽しかったのは背文字貼替でした。タイトルが見えにくい本を見つけてタイトルを書いて、印刷して

貼り付ける。これが時間を忘れるほどに楽しかった。山﨑さんとも「もう 2 時？」と言いながら背文字貼替をし

ていましたし一番の思い出になったと思います。 

また学校の教職員さんにも沢山お世話になりました。姫路大学はとても自由でのびのびしたところなのだろう

なと生徒さんや職員の皆さんの雰囲気を見て思いました。みなさんが図書館に来て下さり、貸出のバーコードが

読み取れなくて焦っているときも「落ち着いてね、ゆっくりでいいよ。」「頑張ってね」「ありがとう」と声をか

けてくださるたびにとても温かな気持ちになりました。本当に最後までありがとうございました。 

最後になりますが私は皆さんのおかげで 5 日間とても楽しく頑張ることが出来ました。優しく見守っていただ

いた学生の皆さん、優しい言葉をかけて下さった教職員の皆さん、それから一番近くで支えて下さり温かく受け

入れて下さった河本さん、関さん、瓦本さん。本当に図書館が人生最初で最後の職業体験場所で良かったです。

ありがとうございました。 

 

 

 

 受入期間：2025 年 5月 26日（月）～30日（金） 受入人数：姫路市立大的中学校 2年生 2名 

 今年度も姫路市立大的中学校より 2 名の学生が「トライやる・ウィーク」で大学図書館の仕事を体験しました。図書館委員の教員に

よるキャンパスツアーをはじめ、図書館内での作業をとても熱心に行い、働く事の喜びを体験してくれました。活動してくれた２名の感想文

を紹介します。 

       

 

館内展示の様子 
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姫路市立大的中学校２年生 

トライやるウィークを終えて分かったこと 

わかったことは仕事のやることは思ったより多いことが分かりました。トライやるウィークの前は本の貸し出

し、整理以外知らなかったけど本の掃除や本の処分、ブックポストの回収、電子書籍の看板作り、読みにくい本

の表紙の背文字張替えなど、普段図書館を使うときにはなかなか気づかない仕事がありました。本の片づけも大

変で本の置くべき場所がなかなか見つからず探すのに苦労しました。一番大変だったのは本の移動です。ラーニ

ングコモンズという場所の本棚の雑誌を新しいものに入れ替えるのですが本の量が多く重さも重いので肉体的

にかなり大変でした。 

どんな仕事だと思ったか 

 図書館は本を貸すだけでなく、いろんな人に多くの本を読んでもらうため、様々なことをしていることが分か

りました。ラーニングコモンズの雑誌や電子書籍の看板、ブックポストによりいろいろな人がいつでも本を読め

るようにしていることが分かりました。また開館時間閉館時間の看板も工夫して少しでも面白みが出るようにし

ていることが分かりました。 

トライやるウィークの感想 

 仕事はやることがたくさんあって、時間も決まっているので、かなり疲れることが分かった。体の疲れ具合で

いえば学校より疲れているかもしれません。ただその分楽しみがあるので精神的な面では無茶苦茶しんどいとい

うわけではないと分かりました。ただ、トライやるウィークで働く時間は本来働く時間よりも 2 時間以上短いの

で、そう考えると仕事はやはりかなり大変だと分かりました。 

その他 

 トライやる期間中に大学内の案内もしてもらいました。姫路大学では、1 号棟では看護学部、2 号棟では教育

学部となっていて、敷地内に豊岡短期大学の校舎もあります。姫路大学では教室を自由に選べるようにし学生の

モチベーションを上げることに努力していることが分かりました。普通の教室から店の机のようなものがある部

屋、先生と学生が 1 対 1 で勉強できる部屋など様々な部屋がありました。学生もみんな楽しそうでまじめに勉強

している人や面白い人、寝ている人などがいて楽しそうでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ラーニングコモンズでの展示 

 

 

中学生作成の POP

は企画展示コーナ

ーに展示したよ。 
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    附属図書館からのお知らせ 

県内の中学生・高校生へ夏休み図書館開放を行います 

 現在県内の中学生・高校生を対象に、夏休み図書館開放を行っています。期間は 2025 年 7 月 29 日（火）～8

月 29 日（金）まで。近隣の中学生・高校生の学習場所として図書館を開放し、夏期休暇中の学習スペースとし

て提供しています。利用範囲は、閲覧席利用と資料の館内閲覧・複写となっており、利用者カードを作成すれば

貸出も可能です。たくさんの利用をお待ちしています。 

2025年 4月より、ラーニングコモンズに Café Ray さんのスィーツが登場しました 

 大塩駅前の Café Rayさんが、本学２号棟１階のラーニングコモンズにて、スコーンやクッキー、ワッフルな

ど可愛くて美味しいものを無人販売中です。その日によって、置いてあるスィーツが違うので毎日チェックし

てみてはどうでしょうか。商品更新は火・水・木曜の午前１１時頃です。 

朝日新聞クロスサーチ利用講習会を開催しました 

 7 月 11 日(金) に、本学が契約しているデータベース 

「朝日新聞クロスサーチ」の使い方について、全教職員、全学生を対象に外部講師による本学向けのオンラ

イン講習会を開催しました。講習会録画は、学内限定で 2026 年 3 月 31 日まで公開予定しています。 

 

夏期休暇中の延長貸出について 

例年、長期休暇の際は貸出期間を延長しています。この機会

にぜひじっくりと読書に取り組んでみてください。ただし、貸

出期間が長いので、返却期日を忘れて延滞してしまわないよう

ご注意ください。返却が遅れるとその日数分の貸出停止になり

ます。 

 

 

 

姫路大学附属図書館ニュースレター 
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編集後記 

今年も、トライやるウィークの中学生 2 名を受入ました。

中学生にとっては、あっという間の一週間だったかと思いま

すが、本学の図書館に爽やかな風を運んできてくれました。

図書館だけでなく、大学構内でも元気に活動している様子を

ご覧になった方もいるかと思います。いつまでも挑戦しつづ

ける若さを持ち続けたいものですね。 

今回の表紙にもなっているフリーラーニングスペースが、

新しく 1 号棟 1 階にも登場しました。まだまだ暑いですが、

本を読みながらラーニングコモンズで過ごしてみてはいか

がでしょうか。 

■実施期間：7 / 22（火）～9 / 9（火） 

■対象資料：図書（製本雑誌を含む） 

      雑誌のバックナンバー 

■貸出冊数：10 冊 

■返却期日：図書 9 / 24（水） 

     ：雑誌 2 週間 

  


